


平成2年 5月

本
村
唯
一
の
名
勝
「
乙
字
ケ

滝
』
を
日
本
の
滝
百
選
に
と
、

村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
広
<

呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
皆
さ
ん
の
熱
意
が
実
り
、
日

本
の
滝
百
選
の
一
つ
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
ご
推
薦
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
の

遺
産
と
し
て
、
長
<
後
世
に
残

し
た
い
も
の
で
す
。

広報たまかわ

乙
字
ケ
滝
、
が
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
初
め
て
滝
を
訪
れ
た
方
、

そ
し
て
、
滝
周
辺
の
美
化
奉
仕
に
努
め

ら
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
感
想
と
今
後

の
課
題
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

環

を
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す
ば
ら
し
い
滝
で
す
ね
。
こ
ん
な

に
大
き
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
塩
原
の
帰
リ
に
初
め
て

立
ち
寄
っ
た
ん
で
す
が
、
案
内
板
を

見
つ
け
ら
れ
ず
に
ま
ご
つ
き
ま
し
た
。

大
き
な
案
内
板
と
芭
蕉
も
訪
れ
た

所
で
す
か
ら
、
滝
の
ゆ
か
り
を
書
い

た
説
明
板
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

駐
車
場
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
滝
百

選
に
ふ
さ
わ
し
い
名
所
と
し
て
、
環

境
の
整
備
が
急
務
と
感
じ
ま
し
た
。

広報たまかわ

小山・国分さん夫妻

設に
のふ
充室戸:
案じ
全い竜崎長寿会会長

鈴木吉之さん (76)

郡山市

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
た
と
早

く
に
聞
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
全
国

で
第
六
位
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
竜
崎
長
寿
会
と
し
で
も
う

れ
し
い
限
り
で
す
。

竜
崎
長
帯
会
(
会
員
五
十
九
人
)

で
は
毎
年
四
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
毎
月
一
回
乙
字
ケ
滝
周
辺
の
清

掃
と
草
刈
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
D

そ
れ
で
も
、
五
・
六
月
の
牡
丹
の
季
節

に
は
、
丹
士
一
回
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
観
光
客
が
増
え
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
観
光
名
所
に
ふ

さ
わ
し
い
案
内
板
の
設
置
や
施
設
の

充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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村
づ
叩く
り
を

全
国
六
位
、
正
直
ゃ
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
川
の
中
流
に
あ
る
滝
は

め
ず
ら
し
く
、
周
囲
景
観
と
調
和
し

た
壮
麗
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
乙
字
ケ
滝
を
つ
く
っ

て
く
れ
た
自
然
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

高
工
会
婦
人
部
で
は
、
創
立
十
五

周
年
を
記
念
し
、
昭
和
六
十
三
年
か

ら
乙
字
ケ
滝
公
園
の
美
化
事
業
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
清
掃
や
花
を
植
え

た
り
と
一
日
公
園
で
過
ご
し
ま
す
と
、

沢
山
の
人
た
ち
が
乙
字
ケ
滝
を
見
よ

全
国
に
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
す
ば

ら
し
い
自
然
の
象
徴
と
も
言
え
る
滝

が
、
二
千
五
百
ケ
所
も
あ
り
ま
す
む

日
本
の
滝
百
選
は
、
こ
れ
ら
の
自

然
景
観
を
守
り
、
神
聖
な
滝
を
通
し

て
、
自
然
と
共
存
す
る
豊
か
な
心
を

取
り
戻
そ
う
と
、
緑
の
地
球
防
衛
基

金
な
ど
の
環
境
保
護
団
体
が
主
催
。

全
国
に
推
薦
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
本

村
と
須
賀
川
市
に
か
か
る
阿
武
隈
川

の
乙
字
ケ
滝
が
、
見
事
百
選
の
一
つ

に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募
総
数

は
三
十
四
万
余
通
、
応
募
滝
数
は
五

百
二
十
七
件
に
も
上
り
ま
し
た

こ
れ
ら
の
滝
を
、
大
石
武
一
環
境

庁
長
官
や
評
論
家
の
兼
高
か
お
る
さ

ん
、
作
家
の
小
松
左
京
さ
ん
ら
八
人

が
現
地
に
足
を
運
ん
だ
り
、
推
薦
資

料
を
取
り
寄
せ
て
た
り
し
て
選
定
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

応

イ立

ま
た
、
特
に
推
薦
の
多
か
っ
た
滝

と
し
て
、
乙
字
ケ
滝
は
全
国
第
六
位

に
名
を
連
ね
た
こ
と
か
ら
、
本
村
と

須
賀
川
市
の
広
域
名
勝
と
し
て
、
知

名
度
が
高
ま
り
、
今
後
の
観
光
ル
ー

ト
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

県
内
か
ら
乙
字
ケ
滝
の
ほ
か
に
、

郡
山
市
の
「
銚
子
ケ
滝
」
と
、
南
会

津
郡
桧
枝
岐
村
の
尾
瀬
に
あ
る
「
三

条
の
滝
し
の
三
か
所
が
、
日
本
の
滝

商工会婦人部長
首藤ミサヲさん(60)

う
と
訪
れ
ま
す
。
中
に
は
九
州
か
ら

来
た
方
さ
え
あ
り
ま
す
。
「
花
の
咲

く
こ
ろ
に
ま
た
こ
よ
う
か
し
ら
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
か
ら
、
一

度
な
ら
ず
と
も
何
度
か
お
い
で
に
な

る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

牡
丹
の
季
節
と
も
な
り
ま
す
と
、

も
の
す
ご
い
観
光
客
で
す
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
本
村
の
乙
字
ケ
滝
で
も

あ
り
な
が
ら
、
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど

が
、
須
翼
川
の
滝
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
、
こ
こ
よ
り
南
下
し
な
い

で
も
ど
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

本
村
の
北
の
玄
関
口
で
も
あ
る
乙

字
ケ
滝
を
き
れ
い
に
と
い
う
こ
と
で

始
め
た
の
で
す
が
、
自
然
の
豊
か
な

玉
川
村
で
す
か
ら
、
観
光
源
と
な
る

所
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

須
賀
川
市
出
身
の
私
だ
か
ら
、
そ

う
感
じ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
人
が
動
く
ま
ち

づ
く
り
も
、
引
世
紀
へ
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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日
本
の
滝
百
選
選
定
証
贈
呈
式
は
、

四
月
二
十
八
日
百
選
の
一
つ
に
選
ば

れ
た
「
称
名
の
滝
」
(
日
本
一
の
落

差
三
百
五
十

M
の
滝
)
が
あ
る
富
山

県
主
崎
町
で
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
車

田
村
長
が
出
席
。
乙
字
ケ
滝
に
か
か

る
「
日
本
の
滝
百
選
」
の
名
誉
あ
る

選
定
証
を
受
け
で
き
ま
し
た
。

こ
の
選
定
証
は
、
役
場
庁
舎
の
玄

関
口
ピ

l
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

置
圏
圏
圏

慨
に
見
る
霊
地

豊
か
な
水
量
を
語
る
乙
字
ケ
滝

は
、
江
戸
時
代
の
後
期
ま
で
は
『
竜

崎
ケ
滝
』
、
ま
た
は
「
石
河
の
滝
』

と
も
呼
ば
れ
て
名
勝
の
地
と
し
て

広
く
世
に
知
ら
れ
で
い
た
。

滝
の
景
勝
を
観
賞
す
る
た
め
、

多
く
の
文
人
壊
容
だ
ち
が
訪
れ
て

い
る
。
俳
聖
一
巴
蕉
も
こ
の
地
を
尋

ね
、
「
一
却
即
時
の
滝
降
り
う
つ

む
ね
ぜ
か
さ
鵡
」
の
秀
句
を
残
し
て

い
る
。滝
つ
ぼ
の
南
岸
絶
壁
上
に
は
、

滝
見
不
動
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
る
口

こ
の
お
堂
は
、
大
間
三
年
(
八
O

八
年
)
、
奥
州
巡
行
の
弘
法
大
師

ま
れ

が
こ
こ
を
訪
れ
、
稀
に
晃
る
霊
地

な
り
と
感
じ
ら
れ
創
建
し
た
と
い

わ
れ
る
。
さ
ら
に
自
ら
ノ
ミ
を
構

っ
て
、
御
丈
二
尺
余
の
不
動
明
王

の
お
姿
を
刻
み
上
げ
、
御
本
尊
悌

ほ
う
し

と
し
て
奉
把
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

以
来
、
住
民
の
信
仰
す
こ
ぶ
る

厚
く
、
さ
ら
に
は
、
当
地
方
の
領

主
と
し
て
寛
永
年
中
か
ら
君
臨
し

た
代
々
の
白
河
城
主
の
信
仰
も
極

め
て
厚
く
、
参
拝
に
訪
れ
る
こ
と

度
々
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

そ
の
時
に
は
、
終
日
舟
遊
び
を

楽
し
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
滝
つ
ぽ
周
辺
は
、
川
魚
の

豊
庫
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鮭
、

鱒
、
鮎
な
ど
が
こ
こ
を
登
り
、
最

盛
期
に
は
梁
場
を
設
け
、
一
日
数

百
匹
も
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
と
い

』つ。
徳
川
時
代
後
期
に
な
る
と
、
阿

武
隈
川
は
、
水
上
輸
送
の
役
目
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
が

大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
滝
の
北
側
に
掘
割

工
事
が
行
わ
れ
、
舟
運
の
便
が
計

ら
れ
、
明
治
初
年
ま
で
利
用
さ
れ

た

村
郷
土
史
研
究
会

川
辺
白
子
園
夫
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平成2年度
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区
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区
民
の
皆
さ
ん
と
村
行
政
を
結
ぶ
、

平
成
二
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。区

長
会
役
員
(
敬
称
略
)

・
区
長
会
長

大
野
勝
良
(
南
須
釜
区
長
)

・
区
長
会
副
会
長

須
藤
寛
一
(
川
辺
区
長
)

@
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

塩
田
勝
利
(
四
辻
新
田
区
長
)
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何
3
ん
2

4
c
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長
良
3

区
勝
一

沼
野
切

断
大
宮

川辺区長
須藤寛ーさん(58)
fi 57 - 351 5 

四辻新田区長
塩田勝利さん(45)
岱 57- 2685 

nu 
件

5
ん

3

』

C
7
'

司

3

1

良
好
一

日
一
弓
幻

・5
富
円
台

森一

四
月
九
日
の
区
長
会
で
、
村
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
魅
力
あ
る
村

守
つ
く
り
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
今
後小高区長

関根貞徳さん(59)
合 57- 3704 

岩法寺区長
須釜寿男さん(48)
fi 57 - 3458 

E
1ぜ白・

5
ん
6

寸
C
ヴ
/

次
2

長
源
一

一X
7
、
7

FE--‘ふ
4
S伊
h
J
V

制
鈴
合

北須釜区長
鈴木茂夫さん(50)
ft 57 2790 

年
間
勤
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

玉
川
村
が
誕
生
し
て
三
十
五
年
。

村
の
予
算
は
、
咋
年
度
を
一
三
・
七

%
上
田
る
初
の
三
十
億
円
台
の
大

型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

若
者
が
定
着
で
き
る
村
守
つ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
区
長
さ
ん
は

じ
め
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。皆
さ
ん
の
代
表
と
な
ら
れ
た
豆

長
さ
ん
へ
、
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

吉区長
鈴木 繁さん(58)
ft 57 - 2386 

山小屋区長
石森藤男さん(48)
合 57- 3339 

，'"、、
_，、
，...... ， 逼島空港建設地

え/c一度…
玉川村

生
帯
り

蒜
吋
ト

太字は400mk!
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血

内
〉
日
本
精
密
加
工
伺
(
却
人
)

車
田
伸
箭
内
勲
小
針
さ
ゆ
り

鈴
木
成
子
斉
藤
浩
正
藤
田
治
一

秋
山
弘
行
味
戸
勇
雄
野
崎
キ
ン

子

小

林

好

男

鈴

木

み

ゆ

き

関

根
ョ
、
不
子
渡
辺
幸
雄
橋
本
絹
子

円

谷

明

美

滝

田

徳

実

太

田

真

平
塚
日
出
子
肥
田
野
淑
子
山
田

光
昭
内
〉
偶
加
藤
化
工

(
8
人
)

仁
部
俊
昭
本
橋
勝
広
村
越
重

雄

溝

井

康

夫

溝

井

陳

彦

加

藤

昭

石

井

喜

義

瀧

口

恵

子

。
福
島
ト
l
ヨ
l
サ
ッ
シ
工
業
側
玉

川
工
場
(
白
人
)

吉
田
今
朝
雄
円
谷
信
明
磯
目

勝

寿

藤

沢

博

行

角

田

智

久

添

田
勝
秋
広
瀬
靖
彦
瀬
谷
武
寿

関
根
秋
男
曲
山
正
美
矢
吹
喜
弘

関
根
節
夫
吉
田
久
美
小
林
正
男

有
賀
久
雄
渡
辺
貴
光
中
村
清

犬
竹
久
夫
山
本
弘
幸
真
壁
新
二

西

牧

誠

矢

吹

司

鈴

木

正

浩

増

谷
春
男
松
本
良
一
藤
田
博
之

中

井

寛

野

内

稔

板

橋

治

文

須

釜
昭
典

渡
辺
浩
一
伊
東
久
光

添
田
一
売
有
松
和
彦
岡
部
淳
子

鈴
木
潤
也
鈴
木
孝
子
町
田
ナ
ツ

子

柴

田

ょ

っ

子

鈴

木

裕

一

塩

( )は前年度対比

回
明
美
永
山
雪
江
柳
沼
洋
子

松

崎

和

代

熊

田

洋

子

高

原
登
紀

子

新

田

裕

子

吉

田

洋

子

増

子

典

子

三

吉

春

子

小

松

初

江

安

田
洋
子
須
釜
洋
子
大
竹
光
二

鈴
木
正
子
遠
藤
宇
子
鈴
木
恒
子

橋
本
初
美
佐
藤
富
美
小
針
久
美

西
牧
ミ
ヨ
子
大
和
田
美
江
子
石

川
広
美
瀬
能
勇
小
林
ひ
ろ
子

。
福
島
富
士
側
(
日
人
)

村
越
明
子
鈴
木
久
美
子
小
針

美
代
子
増
子
美
保
子
草
野
美
千

代

相

楽

千

枝

子

鈴

木

正

勅

金

森
香
織
諸
問
重
則
吉
田
友
美

大
竹
て
る
み
関
根
千
鶴
子
曲
山

孝

行

塩

田

晃

坂

本

百

合

恵

。
玉
川
村
役
場
前
(
将
人
)

鈴
木
孝
西
川
美
枝
子
奥
野
義

則

因

子

ユ

リ

子

仁

井

田

健

三

瓶
ア
キ
子
矢
部
照
子
草
野
義
房

溝
井
正
治
岩
谷
勝
雄
曲
山
美
賀

子

増

子

貞

美

大

野

賢

一

三

輪

光

江

塩

沢

直

一

小

原

和

彦

塩

沢
邦
章
鈴
木
重
治
湯
沢
キ
イ
子

矢
部
美
枝
子
小
針
愛
子
石
森
春

男

熊

田

富

一

丹

内

一

彦

永

林

詔

八

矢

部

玄

幸

車

田

ヨ

シ
子

岩
谷
啓
康
遠
藤
豊
子
車
田
明
徳

高
原
昭
子
久
保
木
徳
雄
吉
田
貴

子

塩

沢

美

代

子

小

針

武

彦

佐

藤
恵
美
子
岩
谷
ミ
サ
ヲ
溝
井
浩

一

添

田

永

命

馬

場

芳

昭

小

針

タ

カ

子

吉

田

正

車

田

光

子

遊

佐
順
子
鈴
木
義
一
野
口
サ
ツ
子

5 



，(闘(闘(柵総蹴)械j崎))

四
月
二
十
四
日
、
福
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
の
建
設
、
管
理
、

運
芭
に
当
た
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
福
患
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
」
の

創
立
総
会
と
第
一
回
取
締
役
会
が
、
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
関
か

れ
ま
し
た
。
平
成
五
年
開
港
に
備
え
、
ま
た
一
歩
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。

社
長

第
一
回
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、

社
長
に
佐
藤
知
事
、
副
社
長
に
秋
山

慶
治
前
県
企
画
調
整
部
長
、
非
常
勤

取
締
役
に
車
田
村
長
や
高
木
須
賀
川

旅
客
ピ
ル
は
、
乗
降
口
を
フ
ロ
ア

に
す
る

J
層
半
方
式
」
を
採
用
し
、

一
部
三
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
七

千
五
百
平
方
が
。
一
階
は
到
着
ロ
ピ

福
島
空
港
の
玄
関
と
な
る

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル

¥ E肩車雪量冨藍週日書T唖図E
須賀川市 ← d→玉川村 五

県道古殿須賀川線 ¥ ~λ口滑走路2000m の施設
わ 瀦欝500m延長での増設
安 施設

T行

五ごア…~-"-\\--~T--

至
る
須
賀
川
市

ミ一一-"11-

県
で
は
四
月
二
十
三
日
、
福
島
空
港
を
成
田
・
羽
田
の
補
完
空

港
と
す
る
首
都
圏
第
三
空
港
と
し
て
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る

二
千
ぷ
滑
走
路
を
南
に
五
百

M
延
長
l
右
図
ー
す
る
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
平
成
七
年
度
に
着
工
、
十
二
年
度
(
二

0

0
0年
)
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
、
来
年

度
か
ら
始
ま
る
「
第
六
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
へ
組
み
入
れ

る
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
国
に
強
<
陳
情
し
て
お
り
ま
す
。

平成2年5月広報たまかわ

事

市
長
ら
が
就
任
し
ぎ
し
た
。

資
本
金
は
十
億
円
(
政
府
予
算
の

絡
み
で
当
面
九
億
円
で
ス
タ
ー
ト
)

で
、
出
資
比
率
は
福
島
県
や
玉
川
村
、

須
賀
川
市
、
郡
山
市
な
ど
の
公
的
機

関
が
五

O
%
、
航
空
三
社
が
一
一
一

O
%、

他
の
民
間
団
体
が
二

O
%
の
割
合
に

な
っ
て
い
ま
す
。

i
、
案
内
カ
ウ
ン
タ

ー
、
航
空
会

社
事
務
室
。
二
階
は
出
発
ロ
ビ

l
、

塔
乗
待
合
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

V

I
P
室
(
特
別
室
)
。
三
階
は
見

学
者
施
設
、
送
迎
デ

ッ
キ
、
県
管

理
事
務
所
、
空
港
ピ
ル
会
社
事
務

室
な
ど
を
設
け
る
予
定
。
工
費
は

約
二
十
三
億
七
千
万
円
。

貨
物
ピ
ル
は
平
家
建
て
で
、
約

八
百
平
方

M
。
工
費
は
約

一
億
八

千
二
百
万
円
。

mw
万
3
干
人
の

航

要!7b 
二r:..

E日
汗百

滑
走
路
は
、
設
置
許
可
の
際
に
二

千
M
に
計
画
が
縮
少
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
た
航
空
需
要
を
見
直

し
た
場
合
、
下
表
の
よ
う
に
、
当
初

計
画
の
五
十
九
万
三
千
人
か
ら
九
十

九
万
三
千
人
(
い
ず
れ
も
平
成
七
年

予
測
)
と
大
幅
増
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
滑
走
路
延
長
の
建
設
計
画

を
決
め
た
も
の
で
す
。

幅
ぬ
メ
ー
ト
ル
の

誘
導
路
を
設
置

建
設
計
画
に
よ
る
と
延
長
す
る
滑

走
路
で
は
、
離
発
着
す
る
飛
行
機
が

ス
ム
ー
ズ
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
滑
走

路
と
は
別
に
幅
三
十
一
日
川
の
平
行
誘
導

路
を
設
け
る
ほ
か
、
三
百
人
以
上
乗

り
の
大
型
機
二
機
が
待
機
で
き
る
エ

プ
ロ
ン
(
駐
機
場
)
も
確
保
し
ま
す
。

建
設
計
画
に
あ
た
つ
で
は
、
現
在

の
建
設
予
定
地
(
百
二
十
八
い
ん
ど
の

ほ
か
に
約
六
十

P
が
必
要
と
な
り
、

建
設
費
用
も
現
計
画
の
二
百
七
十
三
一

億
円
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
約
二
百
億

円
が
必
要
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

本
村
か
ら
は
、
二
千
万
円
を
出
資

し
ま
し
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は

平
成
四
年
に
完
成

本
年
度
は
、
基
本
設
計
、
実
施
設

計
に
着
手
し
、
平
成
三
年
度
第
1
四

半
期
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
の
起
工
式

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
第
2
四
半
期

に
は
テ
ナ
ン
ト

の
募
集
に
入
り
、
年

度
内
に
決
定
し
ま
す
口
タ
ー
ミ
ナ
ル

ピ
ル
の
完
成
は
、
平
成
四
年
度
半
ば

の
予
定
で
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
は
、
将
来
の
滑

走
路
延
長
に
よ
る
国
際
便
の
就
航
や

利
用
者
の
増
大
に
対
応
で
き
る
規
模

で
、
東
北
で
は
仙
台
空
港
(
滑
走
路

二
千
釘
)
よ
り
も
広
く
、
秋
田
空
港

(
滑
走
路
二
千
五
百

M
)
に
次
ぐ
広

さ
で
す
。
ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル

を
高
速
交
通
機
関
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物
・
情
報
の
交
流
基
地
と

し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

タ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
の
所
在
地
は
、

す
で
に
玉
川
村
に
決
定
し
て
台
り
、

本
村
活
性
化
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

E滑謬陸最初~;司記事íJ}iUl
滑
走
路
延
長
に
つ
い
て
は
、
経
済

性
な
ど
を
重
視
し
、
現
在
建
設
中
の

二
千

M
滑
走
路
を
生
か
し
て
、
南
側

に
五
百

M
延
ば
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
設
計
画
を
も
と
に
、

平
成
三
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
六
次

空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
に
、
滑
走

路
延
長
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

県
を
は
じ
め
福
島
空
港
建
設
促
進
協

議
会
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
国

へ
強
く
陳
情
し
て
ム
お
り
ま
す
。

6 

展望台から郡山市街地が望めます
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平成2年5月広報たまかわ

村
消
防
団
(
小
原
明
昭
団
長
)
怪

例
の
春
季
検
閲
が
、
四
月
二
十
二
日

泉
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

殉
職
消
防
団
員
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
あ
と
、
車
田
村
長
を
先
頭
に
通

常
点
検
、
続
い
て
堂
々
た
る
分
列
行

進
を
披
露
。
ま
た
、
中
村
池
で
一
斉

放
水
の
特
別
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
尽
さ
れ
た
方
々
へ
、
消
防
庁

長
官
賞
伝
達
を
は
ピ
め
、
団
長
表
彰
並

び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

月
は
消
費
者
被
害
防
止
月
間

。
主
な
手
口

二
十
代
前
半
の
若
い
人
を
街
頭
で

呼
び
止
め
て
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
ほ
し
い
」
と
か
「
モ
デ
ル
に
な
り

ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
喫
茶
癌
な
ど

に
誘
い
込
み
、
化
粧
品
や
健
康
食
品
、

会
員
権
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
て
し
ま

う
商
治
で
す
。

ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
(
無
条
件
解

除
)
を
す
る
と
、
呼
び
出
し
て
再
契

平成 2年5月

の

平
成

2
年
度

消
費
者
物
価
モ
ニ
タ
ー

広報たまかわ

小高

吉田長子さん(42)

約
を
迫
っ
た
り
、
職
場
に
い
や
が
ら

せ
の
電
話
を
す
る
業
者
も
あ
り
ま
す
。

@
こ
の
酪
法
に
扱
わ
れ
る
商
品

。
健
康
食
品
、
化
粧
品
(
日
万
円

i
m
万
円
)
・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ロ
ン
(
美
容
)
・
映
画
の
鑑
賞

券
・
モ
デ
ル
な
ど
の
養
成
講
座

。
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に
は

街
の
中
で
の
呼
び
か
け
に
は
立
ち

止
ら
な
い
よ
う
に
し
、
つ
き
ま
と
わ

れ
で
も
無
視
す
る
ぐ
ら
い
の
心
構
え

が
必
要
で
す
。

あ
ま
り
し
つ
こ
い
よ
う
な
ら
、
近

く
の
交
番
へ
か
け
こ
む
の
も
一
つ
の

ん
平成2年度の消費物価モニヲ
ーに、小高の吉田良子さんが県

知事力、ら委嘱されました。

消費者物価モニターは、日ご

ろ消費する物資のうち、私たち

の生活{ζ特{こ深いつながりのあ

るものについて、髄諮動向を調

査し、県民生活の基礎とするも

のてす。ご協力をお願いします。

*
消
防
庁
長
官
賞
(
伝
達
)

退職分団長へ感謝状が贈られました

-
元
村
消
防
団
長
(
勤
続
出
年
)

仁

井

田

保

雄

・
一
元
北
須
釜
分
団
班
長
(
勤
続
日
年
)

小

針

雄

一

回
目
作
団
長
表
彰
(
優
良
団
員
)

小
針
保
之
仁
井
田
光
夫
間
部

康
利
小
針
武
彦
、
永
林
修
古
寺

貴
栄
鈴
木
今
朝
奨
湯
沢
真
次

根
本
武
則
車
田
武
実
仁
井
田
健

小
林
雅
之
小
林
正
一

-
球
団
長
表
彰
(
防
火
優
良
家
庭
)

マ

川

辺

須

藤

寛

矢

吹

正

美

マ

蒜

生

真

弓

寿

マ

小

高

車

田

菊

弥

須

藤

清

重

マ

中

斉

藤

泰

三

吉

田

七

郎

マ

岩

法

寺

村

越

和

夫

マ

竜

崎

伏

田

章

お

井

清
蔵
門
〉
南
須
釜
小
山
田
金
義

塩
沢
回
目
久
マ
北
須
釜
草
野
正
美

瀬

谷

輝

勝

マ

吉

森

忠

伸

マ

山

小
屋
石
森
仲
夫
マ
四
辻
新
田

石
井
周
太
郎

*
感
謝
状
(
退
職
分
団
長
)

マ

川

辺

須

藤

隆

マ

蒜

生

真

弓

寿

マ

小

高

坂

本

畳

一

マ

中

小
針
保
之
マ
岩
法
寺
大
竹
初
夫

マ
竜
崎
仁
井
田
光
夫
マ
南
須
釜

吉
村
嘉
安
マ
北
須
釜
榊
枝
松
夫

マ

吉

森

忠

伸

マ

山

小

屋

石

森

和

二

マ

四

辻

関

根

吉

巴

品
作
感
謝
状
(
一
般
協
力
者
)

マ
川
沼
田
子
武
マ
北
須
釜

野
常
一

方
法
で
す
。

@
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
(
無
条
件
“
解

除
)
が
可
能
で
す
の
で
、
契
約
し
た

日
か
ら
8
日
以
内
に
書
面
で
業
者
に

通
知
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た

あ
と
、
業
者
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ

て
も
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な

タ で
す

消
費

し
ま
っ
た
と
い
っ
て
人
で
悩
む

前
に
、
早
め
に
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
下
さ
い
口

。
消
費
者
の
一
一

O
番
は

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

岱

0
2
4
5
⑧
0
9
9
9
で
す
。

くず ぼうさい

がけ崩れ防災週間6/1~

ヲ封操業ε
法J在'~ ⑧ 

鍋東京工ー工ムアール取締役

佐藤正明氏の講演会より

コ銘

を

最
後
に
、
玉
川
村
の
農
業
立
地

と
い
う
こ
と
か
ら
、
皆
き
ん
方
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
、
日
本

の
米
H

サ
サ
ニ
シ
キ
H

-

H

コ
シ

ヒ
カ
リ
H

の
こ
つ
で
す
が
、
と
に

か
く
こ
の
両
方
の

A
ラ
ン
ク
地
帯

が
、
皆
さ
ん
の
地
区
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ

て
ほ
し
い
ん
で
す
。
う
ま
い
米
の

産
地
で
あ
る
こ
と
を
で
す
。
米
の

貿
易
自
由
化
も
目
前
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
牛
肉

と
向
。
く
う
ま
い
物
は
高
い
値
で

か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

コ

{ま

危

? 

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い

本
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

吋
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
危
な
い
』
と
い

う
本
が
あ
り
ま
す
。
村
野
さ
ん
と

い
う
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
が

書
い
た
も
の
で
す
が
、
わ
も
し
ろ

い
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
c

「
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
非
常
に
い
い
性
質
だ
」

と
。
「
コ
シ
ヒ
カ
ワ
三
合
に
あ
と
米

を
七
合
た
し
て
や
っ
た
ら
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
な
る
ん
や
」
と
書
い
て

ま
す
。
先
に
コ
シ
ヒ
カ
ソ
の
自
主

流
通
米
で
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
面
か
ら
H

非
常
に
性
質
が

い
い
N

と
い
う
わ
け
な
ん
で
す
。

招
井
県
に
石
津
さ
ん
と
い
う
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
育
て
た
人
が
い
る

ん
で
す
が
、
つ
い
先
達
っ
て
こ
の

ご
老
人
に
会
っ
て
い
ろ
い
ろ
話
し

ま
し
た
。
「
本
当
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

こ
う
な
っ
て
う
れ
し
い
や
ら
悲
し

い
や
ら
、
あ
れ
ほ
ど
百
姓
を
閤
ら

せ
で
い
る
米
は
な
い
ね
」
と
お
っ

し
ゃ
て
い
ま
し
た
。
た
、
だ
し
、
「
貿

易
自
由
化
で
も
あ
の
米
が
勝
て
た

ら
う
れ
し
い
ね
。
た
だ
残
念
な
の

は
、
新
潟
県
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
:
:
:
:
。
本
当
は
福
井
が
本
元
な
ん

売
れ
ま
す
が
、
中
あ
る
い
は
そ
れ
以

下
の
品
質
は
完
全
に
や
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
牛
肉
で
い
え
ば
、
神
戸
牛

と
か
松
坂
牛
と
い
う
の
は
ま
す
ま
す

高
く
な
っ
て
き
ま
す
し
、
現
段
階
で

松
坂
あ
た
り
へ
行
っ
て
吉
守
八
千
円

し
た
っ
て
、
あ
ん
ま
り
驚
き
ま
せ
ん

か
ら
ね
。
そ
れ
で
も
お
客
が
い
っ
ぱ

い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
と
一

緒
な
ん
で
す
。
現
実
に
新
潟
県
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
出
荷
量
は
二
十
万
ゾ
な

の
で
す
が
、
全
国
で
新
潟
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
告
主
流
通
米
量
は
百
万
ゾ
?

つ
ま
り
八
十
万
ゾ
は
偽
物
な
ん
で
す
。

8 

ブ精

て

要
す
る
に
、

A
ラ
ン
キ
ン
グ
に
あ

る
皆
さ
ん
の
地
区
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
に

も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
わ
け

で
す
。
で
き
た
ら
、
こ
こ
の
名
柄
米

を
確
立
す
る
こ
と
。
玉
川
米
に
す
る

か
は
別
と
し
て
、
こ
こ
で
(
産
地
で
)

精
米
を
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
で
な

い
と
、
東
京
で
玉
川
米
を
買
お
う
と

思
っ
て
も
、
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
こ
ち

ら
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
フ
ク
ヒ
カ
リ

と
呼
ば
れ
る
米
と
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
で
、

純
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
売
ら
れ
て
る
は
ず

な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
我
々
都
会
で

食
べ
て
い
る
米
は
、
実
際
何
の
米
だ

で
す
よ
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。フー

一
シ
ド
・
を

で
・
・
・
... 

祈と
に
か
く
、
皆
さ
ん
方
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
と
い
う
の
は
、

A
ラ
ン
ク
な
ん

で
す
よ
ね
口
も
う
少
し
大
事
に
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
玄
米
で
パ
ン
パ

カ
バ
ン
パ
カ
と
経
済
連
を
通
し
て
、

ど
こ
へ
行
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

わ
け
で
す
。
こ
ん
な
寂
し
い
話
が
ど

こ
の
世
界
に
あ
り
ま
す
か
。
「
ち
ゃ
ん

と
化
粧
し
て
嫁
に
や
る
」
と
い
う
こ

と
を
強
調
し
た
い
で
す
ね
。

フ
ラ
イ
ト
農
業
で
一
番
楽
し
い
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
自
分
が
作
っ

た
物
を
乗
せ
た
飛
行
機
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
一
番
な
そ
う
で
す
。
テ
ー
ル

エ
ン
ド
(
飛
行
機
の
結
尾
塔
)
を
、

祈
る
気
持
ち
で
見
送
り
ま
す
と
い
う

こ
と
を
、
朝
倉
町
や
大
分
で
も
聞
き

ま
し
た
。
非
常
に
励
み
に
な
る
と
患

い
ま
す
。
こ
れ
が
会
津
若
松
で
は
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
皆
さ

ん
方
が
フ
ラ
イ
ト
農
業
に
取
り
組
め

ば
、
患
い
や
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
し
、
言
っ
と

き
ま
す
が
、
プ
ロ
で
な
い
と
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
怠
っ
た

ら
、
後
に
越
さ
れ
ま
す
。
常
に
研
究

心
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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平成2年5月広報たまかわ

が
ん
具
と
弱
電
を
両
立

有
限
会
社

西
島
電
子
は
、
現
在
弱
電
部
門
と

が
ん
具
部
門
の
二
つ
に
分
か
れ
て
操

附

業
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
従
業
員
数

は
、
弱
電
が
五
人
と
が
ん
具
が
十
人

合
わ
せ
て
十
五
人
で
す
。

創
業
当
初
は
、
計
算
器
の
パ

i
ツ

製
造
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
に

現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
タ
カ
ラ
社
製

の
が
ん
具
製
造
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
六
十
三
年
に
弱
電
部

門
を
再
開
、
カ

l
ス
テ
レ
オ
の
カ
セ

ッ
ト
・

C
D
の
前
面
板
の
組
立
て
を

始
め
、
弱
電
と
が
ん
具
製
造
を
両
立

し
安
定
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
四
月
に
法
人
化
。

そ
し
で
、
事
業
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

今
年
四
月
に
小
高
宇
中
村
前
地
内
か

ら
、
現
在
地
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
D

と

平成2年5月

「
公
民
館
の
社
会
教
育
活
動
に
活

用
し
て
下
さ
い
」
と
四
月
十
二
日
川

辺
の
高
橋
兼
之
さ
ん
か
ら
、
村
公
民

館
ヘ
パ
ソ
コ
ン
二
台
(
プ
リ
ン
タ
ー

含
む

)
l写
真

1
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
自
身
、
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
を
入
れ
て
生
活
に
役
立
て
て
お
り
、

便
利
さ
と
多
機
能
な
パ
ソ
コ
ン
を
、

公
民
館
事
業
を
通
し
て
、
広
く
村
民

の
方
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
、
自
ら

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
買
っ
て

出
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
魅
力
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

川
辺
郵
便
局
勤
務
時
代
に
覚
え
た

と
い
う
だ
け
に
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

は
実
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
す
。
「
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
来

広報たまかわ

ま
す
か
ら
L

欲
的
で
す
。

と
、
活
用
指
導
に
も
意

貴
重
な
器
材
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

貴
重
な
器
財
を
御
寄
贈
い
た
だ
き

感
激
す
る
と
と
も
に
、
高
橋
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

県
の
生
涯
教
育
推
進
会
議
で
提
言

さ
れ
た
中
に
も
、
「
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
学
習
の
た
め
に
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用
が
必
要
L

と
あ

り
ま
し
た
。

代表取締役

西島拓自

会社の概要

業

玉川村大字竜崎字

東後山8-2 
がん異製造、弱電

(パネル組立)

従業員数日人(男4人女11入)
創 立昭和51年4月28日
移転年月日平成2年4用2日

種

所在地

コh
ヴ

「戸

h
d

を

弱
電
部
門
は
、
ケ
ン
ウ
ッ
ド
、
富

士
通
テ
ン
の
カ
セ
ッ
ト
・

C
D
の
前

面
板
の
組
立
て
作
業
で
す
。
親
会
社

は
、
中
島
村
の
胸
高
野
工
業
。
現
在

の
1
ラ
イ
ン
作
業
を
3
ラ
イ
ン
に
拡

張
す
る
予
定
で
す
。

イヒ可三

タ

カ

が
ん
具
部
門
は
、
ダ
ッ
コ
ち
や
ん

で
名
声
を
博
し
た
タ
カ
ラ
社
製
の
、

ジ
ェ
ニ

l
や
一ア
ィ
モ
テ
な
ど
と
い
っ

た
人
形
の
組
立
で
と
仕
上
げ
作
業
。

H

あ
そ
び
は
文
化
H

を
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
タ
カ
ラ
社
製
の
人
形
は
、
髪

型
を
は
じ
め
着
せ
替
え
が
自
由
の
う

弱電部門
高林みどりさん(中)

勤
め
始
め
て
一
年
目
。
四

月
か
ら
新
し
く
き
れ
い
な
社

屋
に
な
リ
ま
し
た
が
、
人
数

が
少
な
い
の
が
ち
ょ
っ
と
残

念
で
す
D

仕
事
は
簡
単
の
う
え
、
職

場
の
雰
囲
気
も
最
高
で
す
。

あ
な
た
も
一
緒
に
働
い
で
み

ま
せ
ん
か
口

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
玉
川

村
が
好
き
で
す
。
(
沖
縄
県
出
身
)

え
、
色
々
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
そ
ろ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
女
た
ち
の

人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
組
立
て
か
ら
製
品
仕
上

tg;社
浩司¥Ú~. 宗
一-…¥1¥1)教
貝育

;社経

針:;
iさi
1:んi

寄贈したパソコンと高橋兼之さん (63)

平
成
一
冗
年
度
の
社
会
教
育
指
導
員

に
、
中
の
小
針
孝
一
さ
ん
が
村
教
育

委
員
会
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
は
現
在
県
南
陸
上
競
技

協
会
副
会
長
、
同
石
川
陸
協
会
長
の

役
職
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腹
話
術

を
得
意
と
し
、
演
劇
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
『
生
き
た

こ
と
ば
を
こ
の
子
た
ち
に
』
(
臼
本

演
劇
教
育
実
践
体
系
)
な
ど
の
著
書

が
あ
り
ま
す
。

文

で

こ
の
た
び
、
社
会
教
育
指
導
員
の

命
を
受
け
ま
し
た
小
針
で
す
。

四
十
年
の
教
職
経
験
の
中
で
、
特

に
重
度
重
複
障
害
児
教
膏
を
還
し
て
、

人
と
し
て
の
可
能
性
を
ど
う
引
き
出

λ
ぜっ

す
の
か
、
ま
た
、
演
劇
を
聾
教
育
の

中
に
取
り
入
れ
て
、
生
き
た
言
葉
を

*
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
-
-

本
村
に
お
け
る
高
度
情
報
化
を
進

め
る
た
め
、
高
橋
さ
ん
の
意
に
報
い

る
よ
う
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
口

森
清
重
公
民
館
長

中
小針孝ーさん (61)

指
導
し
て
き
ま
し
た
。

舞
台
に
上
っ
た
子
供
た
ち
は
、
邑

分
の
心
の
叫
び
と
思
え
る
-真
実
の
演

技
(
行
動
)
を
莞
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
原
体
験
を
生
か
し
、

青
少
年
の
育
成
や
高
齢
者
教
室
を
通

じ
て
文
化
活
動
を
進
め
、
現
代
社
会

に
対
応
が
で
き
、
さ
ら
に
、
個
々
の

人
間
性
を
す
こ
し
で
も
充
実
さ
せ
る

よ
う
な
、
豊
か
な
人
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
患
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
体
育
面
に
お
い
て
も

現
職
の
立
場
を
生
か
し
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
に
力
を
尽
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
D

がん真部門
近藤秀子さん(中)

10 
次回は、倒釘屋商庄と岡部製作所です。

子
供
た
ち
の
夢
を
つ
く
っ

て
い
る
と
田
ゅ
う
と
、
毎
日
の

仕
事
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
o

H

あ
そ
び
は
文
化
H

、
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
花
見
会
は
、
会
社

の
前
の
竜
崎
分
校
跡
で
開
き

ま
し
た
が
、
古
木
の
桜
が
と

っ
て
も
き
れ
い
で
最
高
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
口
あ
な
た

も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

(
須
賀
川
市
出
身
)

げ
の
工
程
で
す
が
、
新
築
の
際
に
成

型
室
を
設
置
し
て
お
り
、
近
い
う
ち

に
成
型
か
ら
仕
上
ま
で
の
一
貫
作
業

に
も
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

=吉こがねクラブ=

こ
の
ほ
ど
、
吉
こ
が
ね
ク
ラ
ブ
(
有

賀
清
美
会
長
・
会
員
詩
人
)
で
は
、

新
年
度
の
活
動
始
め
に
と
区
内
の
交

通
安
全
を
願
い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
l
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

す
が
す
が
し
い
朝
日
を
受
け
な
が

ら
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ミ
ラ
!
に
自

分
を
写
し
て
に
が
笑
い
。
「
背
筋
も

伸
び
て
、
気
持
ち
が
い
い
ナ
イ
L

と

明
る
い
表
情
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

地
域
ゃ
つ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で
。
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白華山巌峯寺観音堂上棟式

3月29日、自華山巌峯寺観音堂の上棟式が、元の

寺院より南に13m下がった敷地て行われました。
檀家はじめ関係者約50人が見守る中、読経のあと
奥野義章観音堂移築委員長や村並びに空港関係者の

代表が焼香。続いて、移築に携わる鶴中村建築研究

所長と(特力ナメ喜多方支告が、古式にのっとる槌打

の{義、撒餅、撒銭の{義を取り行いました。

今回の上棟式は、空港公園整備のため移築された

もので、合わせて参道も改修されました。

むらの話

自

衛

官

募

集

平成2年5月

あ
な
た
の
青
春
を
自
衛
隊
で
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

男
・
女
2
等
陸
・
海
・
空
士
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

・

身

分

特

別

職

国

家

公

務

員

@
応
募
資
格
問
歳
以
上
部
歳
未
満

の
日
本
霞
籍
を
有
す
る
男
女
。

・
初
任
給
一
一
二
、

0
0
0円

九
か
月
で
一
士
に
昇
任
(
一
コ
二
、

四
O
O円
)

・

賞

与

J

年
3
回

(
3
月
に
閃

か
月
分

6
月
に
幻
か
丹
分
ロ
月

に
幻
か
月
分
計
日
か
月
分
)

@
そ
の
他
衣
・
食
・
体
は
無
料

で
す
。入
隊
し
ま
す
と
、
資
格
・
免
許
取

得
の
機
会
が
多
く
、
退
職
後
も
民
間

の
堅
実
は
会
社
へ
就
職
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
郡
山
募
集
事
務
所

詮

0
2
4
9
⑨
1
4
2
4
ま
で
。

広報たまかわ

中報徳社解散記念式
4用11日、大宇中の中村池畔 T二宮神社主境内に

おいて、中報徳社の関散式が行われました。

式には、 68人の社員と来賓者が出露。始めに二宮
神社において、二宮尊徳翁の報徳言1/を唱和したあと、

境内に建立した中報徳社顕彰碑を除幕しました。

続いて、顕彰碑に玉ぐしをささげ、地域の発展{こ

大きく貢献した祖先の偉業をたたえました。

明治24年4局11日に創立された中報纏社は、社員

が見まもる中て、静かに幕が下ろされました。

在
宅
当
番
医
蛮
更

都
合
に
よ
り
、
次
の
祝
祭
日
の
当

番
塁
(
田
中
内
科
医
院
)
を
本
村
の

大
木
医
院
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
口

λ

拍
手
元
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
修

正
し
て
下
さ
い
。

。
当
番
目
(
大
木
疾
一
院
代
行
)

7
月
却
日
目
月
日

5

ロ
月

μ

平
成
3
年

2
丹
叩
臼

日

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

六
月
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

皆
さ
ん
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す

る
立
場
と
し
て
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
口

帝
人
権
擁
護
委
員

・

矢

吹

幾

哉

さ

ん

小
高
字
御
城

ω
宮
(
⑪
2
0
2
0

・

草

野

勇

蔵

さ

ん

北
須
釜
字
車
田

9
包

@
3
3
3
7

千ラ

政

本自

百炎

五
月
十
三
日
か
ら
一
週
間
は
、
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
こ
の
期
間

-・・・・・・・・ 4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4・・・・・・・・・ 4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

撃王山東光寺本堂落慶式典

4月22日、北須釜の醤王山東光寺本堂の落慶式典
が行われました。 36人の檀家信徒(佐久間安蔵総代)
はじめたくさん来賓者が見守る中、落慶法要並びに
しんさ九

晋山式が取り行われました。

東光寺は真言宗派て、今から498年前の鎌倉時代に

関山きれ、{曽18の西舘英範さんは第二十八世謡蔀。

今回の本堂建築は、昭和58年S月の撞家総会にお
いて決定され、 11入の建築委員会(渡辺政一委員長)

が中心となって、平成元年5月に着工しました。

中
、
村
で
は
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。行
政
相
談
は
、
皆
さ
ん
が
役
所
や

J
R
、
N
T
T
な
ど
の
仕
事
に
関
し

て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
要
望
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。
電
話
で
も

結
構
で
す
o

i

凶
作
行
政
相
談
委
員

首

藤

信

勝

さ

ん

小
高
字
御
城
幻
想
③
2
5
0
7

世
代
と
世
代
の

助

け
〈一口

、E'
t
し

年
金
制
度
は
、
誰
に
で
も
訪
れ
る

老
後
と
万
が
一
の
障
害
や
死
亡
と
い

う
事
故
の
た
め
に
、
国
民
が
助
け
合

っ
て
行
く
制
度
で
す
。

そ
れ
は
、
現
在
納
め
て
い
る
保
険

料
が
、
現
在
の
年
金
受
給
者
の
年
金

と
し
て
、
ま
た
、
自
分
の
年
金
は
、

そ
の
後
の
世
代
の
保
険
料
で
支
え
ら

れ
て
行
く
と
い
う
「
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
」
で
す
。

さ
ら
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全

な
「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の

年
金
制
度
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に

は
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

11唖サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

@
毎
丹
の
源
泉
徴
収

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
月
給
与
の
支

払
い
を
受
け
る
と
き
に
は
、
「
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
L

に
よ
っ
て

求
め
た
所
得
税
額
が
源
泉
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
年
末
誤
整

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
毎

月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計

額
と
、
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

正
し
い
年
税
額
と
の
過
不
足
が
精
算

き
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
き
を
「
年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
署
合

0
2
4
8
⑮
2
1
9
4
へ
お
尋
ね
下

、
ざ
い
。

12 

「
わ
た
し
の
抱
い
て
い
る
も
の
は
、

い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
」

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

?
実
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ん
で
す
。

と
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
北
須
釜
{
子

腐
待
場
の
塩
沢
政
吉
さ
ん
の
畑
で
取

れ
た
も
の
で
す
口
子
供
の
姿
、
形
に

よ
く
似
た
め
ず
ら
し
い
イ
モ
だ
と
、

早
速
お
ひ
ろ
め
に
。

た
く
さ
ん
の
人
に
呂
に
止
め
ら
れ

て
い
る
う
ち
に
、
き
れ
い
に
メ
イ
キ

ャ
プ
さ
れ
て
、
愛
ら
し
い
マ
ス
コ
ッ

ト
に
壱
り
ま
し
た
。

13 



4.18献血者154人ご協力ありがとうございました(玉川工業団地にて)

お誕生おめでとう
ございます

夫

明

夫

(3月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

経正

甫

自

明

泰

克

重

春

地

中

岩法寺

区

竜崎

南須釜

北須釜

おくやみ
申し上げます

区

岩法寺

南須釜

5 自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
で

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
、

5
月
訂
日
を
納
期
限
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

-'/ 

ク

ト
21く
オソド

草野チヨノ

小原キクヱ

地

な
お
、
身
体
の
不
自
由
な
方
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の

書
類
を
そ
ろ
え
て

5
月

M
B
ま
で
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

。
減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
(
新
規
)

1

自
動
車
税
減
免
申
請
書

2
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証

4

福
祉
事
務
所
長
が
発
行
す
る
「
身

体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
薄

弱
者
の
た
め
運
転
す
る
旨
の
証
明

書
」
(
身
体
障
害
者
と
生
計
を
一
に

す
る
同
居
家
族
の
方
が
運
転
す
る

場
合
)

※
詳
し
く
は
、
郡
山
県
税
事
務
所

8
0
2
4
9
⑧
1
2
3
5
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

3 

虫R

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸し]

・
岩
法
寺
の
草
野

甫
さ
ん
か
ら

二

万

円

ト
ミ
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
南
須
釜
の
小
原
一
郎
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

-
小
高
の
森

只
U

つd

戸

b

一

一

一

一

一

人

人

人

一

7

I

A
吋

q
d

一

q

d

n

U

3

J

一

£
U

Q

U

Q

u

一

7

I

3

J

q

d

一

す

在

↑

う

悶

伊

よ

引

刈

出
品
目

9
2


